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昭不日58年 4月

昭和 58年 4月

令和元年 7月

同 日

令和成 4年 3月

同年 10月 1日

同年 10月 17臓

新潟市立工業高等蛍塗奎業生

★佐藤 忠男氏 文化功労者 ☆三輪 悟氏 プロ野球選手   ☆久仁 京介氏 作詞家

新潟市立工業高等学校の跡地に北部コミニテイーセンター入所

北部コミニティセンターオープン、本館 2Fに舟江図書館移設オープン

1日 入舟小学校の跡地に北部コミニティセンターオープン

北部コミニティセンターオープンに伴い、本館 2Fに舟江図書館移設

跡地一般競争入札 株式会社 「廣瀬」が落札 校舎解体

記念碑は台座の脇に寝かされた

よらがえれ :わが町に「新潟市工之跡」の石碑の記事

購船町住民の岩間 正吉氏が記事を発見、

この碑は、新潟下町に唯一あつた高校であり、7,000名の若き技術者が巣立ち港町新

潟の発展に貢献した。昭和 39年の新潟地震では、地域の方々の避難場所となつた。

昭和57年、新潟市学校統合方針により閉校したがその後、北部コミュニティセンターと

して、図書館として、地域の方々の運動場として、下町に親しまれた施設であった。

この石碑は、新潟市下町の歴史でありそのF証し」として残し、次世代に伝えるべきも

のと、市立工業高等学校卒業生の加藤 功に連絡した。

同年 11月 20日  附船町町内会長の近藤 清氏も賛同、記念碑保存の署名集め開始

同年 11月 30日 佐藤正人市議、伊藤健太郎市議と加藤が、ひらせいホームセンター清水社

長 と会い、保存の OKをいただく

同年 12月 13日 「新潟市工之跡」記念碑保存の町内会回覧署名集めを配る

同年 12月 末   「新潟市工之跡」記念碑保存の署名簿 400名 となる

令和 5年 2月 26日  会の名称を「新潟市工之跡」石碑保存の会とした

同年 3月    「新潟市工之跡」記念碑台座案作成

同年 4月    「新潟市工之跡」記念碑移設看板の文面案を作成

同年 6月   ようやく記念碑を置く場所が決まる

同年 7月    『新潟市工之跡」石碑移設除幕式を予定
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